
令和６年度 学校評価アンケート集計結果 

A…あてはまる   B…すこしあてはまる   C…あまりあてはまらない    D…あてはまらない 

 保護者１９名 回収率１００％    教員数１３名 回収率１００％ 

評価 

AB 

評価 

評価 

基準 
 

 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ⅰ―１ 自立と社会参加に向けた指導の充実 

①  

学校は、地域の保育園や小学校との交流及び共

同学習、地域資源を活用した体験的な活動を通

して、社会生活に必要な知識や技能、態度を育

てている。 

保 1７ ２ ０ ０ 100 Ａ 

教 １３ ０ ０ ０ 100 Ａ 

② 

学校は、「個別の教育支援計画」を活用して、

保護者及び関係機関との支援の経過や合理的

配慮を確認し、切れ目のない一貫した教育支援

を行っている。 

保 1５ ４ ０ ０ 100 Ａ 

教 １０ ３ ０ ０ 100 Ａ 

③ 

学校は、異年齢での活動や集会活動等、幼児児

童同士が共に学び合う場面を効果的に設定す

ることで、他者と協力・協働して役割を果たす

力を育んでいる。 

保 1７ ２ ０ ０ 100 Ａ 

教 １２ １ ０ ０ 100 Ａ 

Ⅰ―２ 主体的に思考する力と豊かな心の育成 

④ 

学校は、学習形態やグループ編成を工夫する

ことで、幼児児童が他者とのやりとりや様々

な体験を通して学び合い、主体的に思考し、

判断し、表現する力を育てている。 

保 1７ １  １ ０ 94.７ Ａ 

教 １０ ３ ０ ０ 100 Ａ 

⑤ 

学校派は、授業の中でＩＣＴを効果的に活用

し、「分かる」「できる」授業作りに努めて

いる。 

保 1４ ５ ０ ０ 100 Ａ 

教 １２ １ ０ ０ 100 Ａ 

⑥ 

学校は、豊かな心の育成のために、実態に応じた読み聞かせや読

書活動等の図書教育の充実を図っている。また、様々な学習経験

（行事や校外学習等）の中で、思考、判断、表現する学びを意図

的に施し、振り返り活動を行っている。 

保 1７ ２ ０ ０ 100 Ａ 

教 １０ ３ 0 0 100 Ａ 

Ⅰ―３ 一人一人の実態を踏まえた言語力の育成  ※項目にある「言葉」は日本語・手話・身振り等を示す。 

⑦ 

学校は、個別の指導計画を活用し、自立活動の指導の

充実に努めるとともに、各教科等の指導との関連を図

り、個々に応じた言語力を育んでいる。 

 

保 1５ ４ ０ ０ 100 Ａ 

教 ８ ５ ０ 0 100 A 

項  目 

 



⑧ 

学校は、聴覚補償や情報保障機器、発音や手

話・指文字の適切な活用ができるよう教員の

研修を行っている。 

 

保 1４ ３ ２ ０ 89.4 Ａ 

教 ５ ７ １ 0 92.３ A 

⑨ 

学校は、外部専門家を招聘した授業研究会の実

施や日々の授業改善を行うことで、教員の授業

力向上に努めている。 

 

保 1５ ３ １ ０ 94.7 Ａ 

教 １１ １ １ 0 92.3 A 

Ⅱ 安全で安心な学校づくり 

⑩ 

学校は、幼児児童に対し、他者の気持ちや考え

に気付き、主体的に考えて行動する力を育むと

ともに、いじめに関する教員の研修を行い、い

じめ等の未然防止に取り組んでいる。  

保 1５ ４ ０ ０ 100 Ａ 

教 ８ ５ ０ 0 10０ A 

⑪ 

学校は、感染症防止対策や校舎内外の安全点検

を実施し、安心安全な環境づくりに努めてい

る。 

保 1４ ４ ０ ０ 94.７ Ａ 

教 1２ １ 0 0 100 A 

⑫ 

防災・防犯への意識を高め、自ら考え安全に行

動できる力を育てるために、防災・防犯教育や

放射線教育等の充実を図っている。 

保 1５ ４ ０ ０ 100 Ａ 

教 ９ ３ １ 0 92.3 A 

⑬ 

学校は、服務倫理に関わる研修の実施や報告・

連絡・相談を行い、不祥事の根絶に取り組んで

いる。 

 

保 1４ ５ ０ ０ 100 Ａ 

教 1０ ３ ０ ０ 100 Ａ 

Ⅲ センター的機能の充実 

⑭ 

学校は、掲示板やホームページの活用、セミ

ナーや保護者対象の学習会等の開催により、

聴覚障がい理解や支援のための情報を発信

している。 

保 1６ ３ ０ 0 100 A 

教 １２ １ 0 0 100 Ａ 

⑮ 

学校は、関係機関等との連携を図りながら０歳

からの教育相談を実施します。また、保護者の

ニーズに応じて相談しやすい環境を整えてい

る。 

保 1５ ４ ０ ０ 100 A 

教 １３ ０ 0 0 100 Ａ 

⑯ 
学校は、聴覚障がい教育の専門性を生かし、保 

保 1５ ４ 0 ０ 94.1 A 



 

【学校評価・その他ご意見を受けて】 

〇昨年度に比べ、全体的に評価が上がっています。特に、②⑤⑥⑦の項目に関して伸びが顕著でした。今

後も ICT機器等の活用を含め、分かる授業づくりと言語力の育成に努めます。 

〇教員の手話の専門性の向上に関する要望がありました。幼児児童一人一人のコミュニケーションモード

に対する理解を深めるとともに、保護者の意見に真摯に耳を傾けながら、今後とも手話等に対する教職

員一人一人の意識を高め、校内での研修の機会を設けるなど技能・指導力の向上を目指します。 

〇安全や、防災教育（項目⑫）についても、御意見をいただきました。次年度、全体での指導に加え、学部

や学級での実態に合わせ、それぞれが災害にあった際にいかせる力や知識を身に付けることを目指して

指導したいと考えます。校地内、特に駐車場の安全に関しては、隣接する視覚支援学校と連携し、事故

の未然防止に努めます。 

〇衛生に関する意見をいただきました。担当する管理場所の衛生管理を丁寧に行うよう改善に努めます。 

〇挨拶など、生徒指導に関するご意見をいただきました。社会性の基礎となる部分であり、将来、社会生

活を営む上でも欠かせない態度の一つです。挨拶ができるよう、学校全体で指導します。 

育所・幼稚園・小中学校等への支援を行ってい

る。 
教 １３ ０ 0 0 100 Ａ 


